
3637

　

検
討
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
主
に
公
共
事
業

に
関
わ
る
土
木
技
術
者
で
あ
る
た
め
、
工
法
の
検
討

の
当
初
の
段
階
で
は
、
大
掛
か
り
な
改
修
を
要
す
る

ア
イ
デ
ア
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
話
し

合
い
の
中
で
公
共
工
事
に
対
す
る
先
入
観
を
捨
て
、

既
設
の
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
を
再
配
置
し
て
、
そ
の
隙
間

に
魚
道
を
形
成
す
る
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

出
水
時
の
流
れ
が
激
し
い
場
所
で
あ
る
た
め
、
魚

道
の
土
台
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
人
力
作
業
で
は
無
理
な
根
固
め
ブ

ロ
ッ
ク
の
移
動
と
魚
道
の
土
台
作
り
は
、
河
川
管
理

者
で
工
事
し
て
も
ら
い
、
魚
道
の
仕
上
げ
は
会
員
有

志
メ
ン
バ
ー
で
手
作
業
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

河
川
管
理
者
に
は
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
結

果
、
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

魚
道
の
隔
壁
高
さ
、
越
流
部
の
形
状
等
を
検
討
す

る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
レ
ン
ガ
と
粘
土
を
使
っ
て

魚
道
隔
壁
を
試
作
し
、
水
を
流
し
て
比
較
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
実
際
に
魚
を
入
れ
て
、
行
動
を
観
察
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
隔
壁
高
さ
と
形
状
を
見
直
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
手
直
し
が
き
く
方
法
で
、
現

場
で
試
し
て
み
る
こ
と
は
、
効
果
的
な
手
段
で
あ
る

こ
と
を
実
感
。

　　

天
神
川
で
は
改
修
以
前
か
ら
地
元
活
動
団
体
が
熱

心
に
活
動
し
て
お
り
、
河
川
管
理
者
の
協
力
を
得
な

が
ら
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き
て
い
ま
し
た
。
簡
易
魚
道
の
設
置
を
行
っ
た
落

差
工
は
、
落
差
が
1
.
3
ｍ
あ
り
、
活
動
団
体
の

力
で
は
ど
う
に
も
で
き
ず
、
河
川
管
理
者
に
改
善
要

望
の
出
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
し
た
。
河
川
管
理
者
側

で
も
対
応
を
検
討
し
て
い
た
も
の
の
、
上
流
側
に
未

改
修
区
間
を
残
し
て
い
る
状
態
で
、
魚
道
等
の
整
備

に
あ
ま
り
積
極
的
に
な
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
ま
た
、

深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
た
川
で
進
入
路
も
な
く
、
工
事

も
簡
単
で
な
い
と
い
う
こ
と
も
そ
の
一
つ
の
理
由
で

し
た
。

　

岐
阜
県
に
は
、
産
学
民
官
の
協
働
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
任
意
団
体
（
岐
阜
県
自
然
共
生
工
法
研

究
会
）
が
あ
り
、
設
立
10
周
年
を
記
念
し
た
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
へ
の
取
組

み
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
活
動
団
体
の
リ
ー
ダ
ー

の
方
か
ら
、
こ
の
場
所
の
こ
と
を
聞
い
た
メ
ン
バ
ー

が
会
に
提
案
し
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
落
差
解
消

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
注
目
度
の

高
い
市
街
地
の
河
川
で
あ
り
、
地
元
活
動
団
体
の
協

力
も
得
ら
れ
や
す
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

研
究
会
の
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
会
員
に
対
し
て

参
加
を
呼
び
掛
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
で

現
地
検
討
を
重
ね
る
方
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

事
前
調
査
、
事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
た
取

り
組
み
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。
研
究
会
の
リ
ー

ダ
ー
が
進
め
方
を
検
討
し
、
参
加
者
へ
の
連
絡
等
は
、

研
究
会
の
事
務
局
が
行
い
ま
し
た
。

普段は「お堅い」公共工事の設計施工をしている技術者を中心としたメンバーが、頭
をやわらかくしながら「小さな自然再生」に取り組みました。岐阜県には、産学民官
の協働で、主に公共事業分野での自然環境保全に取り組む「岐阜県自然共生工法研
究会」があります。研究会に発足した「小さな自然再生」に取り組むワーキンググルー
プの活動で、高さが 1.3 ｍある落差工の解消に挑みました。

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
を
並
べ
か
え
て

つ
く
る
逆
転
発
想
の
魚
道
づ
く
り

岐阜県 / 天神川
てんじんがわ

������

【河川名】木曽川水系天神川
【場所】岐阜県岐阜市長良春田地内
【執筆者】原田守啓
　  m-harada@green.gifu-u.ac.jp

岐阜県岐阜市

活
動
の
な
が
れ

事
前
生
物
調
査

現
地
検
討
会
①

目
標
設
定
で
紛
糾

現
地
検
討
会
②

工
法
の
検
討

有
志
に
よ
る
検
討
、

簡
易
設
計

最
終
案
を
河
川
管
理
者

（
県
土
木
事
務
所
）
に
提
出

河
川
管
理
者
に
よ
る

魚
道
土
台
の
工
事

現
地
検
討
会
③

魚
道
隔
壁
形
状
の
見
試
し

魚
道
隔
壁
の
設
置

作
業
（
魚
道
完
成
）
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●
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
が
行
わ
れ
て
き
た

　

川
に
残
さ
れ
た
課
題

● 

重
厚
長
大
な
工
法
か
ら
発
想
を
転
換
、

　

 

無
駄
を
そ
ぎ
落
と
す
！

● 

河
川
管
理
者
発
注
工
事
と

　

 

有
志
に
よ
る
手
作
業
の
役
割
分
担

● 

身
近
な
材
料
を
用
い
た
「
見
試
し
」
で

　

 

魚
道
隔
壁
を
検
討

● 
岐
阜
県
版
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
の

　

 
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
ト
ラ
イ

● 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
と
、

　

 

有
志
に
よ
る
検
討
を
重
ね
て

経
緯
・
目
的

工
法
の
説
明
・
工
夫
し
た
点

[ 再生前：左が天神川、右は農業用水の流末]
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研
究
会
行
事
と
し
て
、
参
加
者
を
公
募
す
る
現
地
検
討

会
を
基
本
に
進
め
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
研
究
会
会
員

で
民
間
の
土
木
技
術
者
が
主
体
。
河
川
管
理
者
に
は
、

事
前
に
相
談
の
上
、
現
地
検
討
会
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

技
術
者
、
メ
ー
カ
ー
技
術
者
等
に
よ
る
有
志
メ
ン
バ
ー

で
最
終
案
を
ま
と
め
、
河
川
管
理
者
に
提
出
。
人
力
作

業
困
難
な
魚
道
の
土
台
部
分
は
、
県
が
維
持
修
繕
業
務

を
契
約
し
て
い
る
建
設
業
者
が
施
工
。
魚
道
隔
壁
は
、

後
日
現
地
検
討
会
に
て
検
討
し
た
後
、
河
川
管
理
者
立

会
の
も
と
、
有
志
に
て
人
力
施
工
。
地
元
活
動
団
体
を

中
心
に
、
効
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

■ こだわりの道具
　 自前のコテ、プラ舟、手鍬

●魚道の隔壁は、建築用コンクリートブロック（高さ10cm）、差し鉄筋（SD10）、現場練りコンクリート（インスタントセメント）で作成しました。
●鉄筋の切断は、業者さんから鉄筋カッターを借用しました。10mmの鉄筋とはいえ、あると大変便利！
●コンクリートに差筋するための削孔は、18V 充電式インパクトドリル＋10mm石用ドリルビットでなんとか可能。バッテリー2 個で、数センチの深さの
穴を30 箇所程度開けられました。
●コンクリートが流れやすい箇所は、粘土やコンクリートレンガを型枠代わりに使用。コンクリートは強アルカリで、うっかり流したら大変なことになるので、
最大限の注意を。また、素手で触ると手がものすごくただれるので、しっかりした手袋を装着した方が良いです。
●上流から流れてくる水は、土嚢とブルーシートで仮締切。さらに、隙間をつたってくる水は粘土で堰き止めました。粘土は隙間を塞ぐのにとても良く、放
置しても水で溶けて流れるだけなので、仮設材として便利。

坂井さんは、普段はコンクリート製品メーカーで開発
の仕事をしている技術者です。第1回の現地検討会に参加
する前に現場の下見を済ませ、ご自分のアイデアを3D-CAD
で図面に起こしてきたツワモノです。
ワークショップ形式での意見の集約が難しくなり、少人数で
計画をまとめていく必要が出てきたとき、有志として真っ先
に手を挙げてくれたのも坂井さんでした。最終案のとりまと
めから現場作業に必要な道具や資材の準備は、坂井さんの経
験によるところが大きく、日頃の仕事で培った高い技術力と、
小さな自然再生にかける情熱のなせる業と感じました。
　とかく悪者にされがちなコンクリートですが、坂井さんは

コンクリートという材料の良さを強調します。自由に形を作ることができ、丈夫で長持ち、
しかも安い。仕事だけでなく、自宅で型枠を組んで、テーブルとベンチをコンクリートで
作ってしまうほどのコンクリート・マイスターです。坂井さんの提案と現場での見試しに
よって、簡易魚道の隔壁は、建築ブロックの上に小さいハーフコーンをくっつけた形になり、
メンバーみんなで手でコンクリートを盛って隔壁を完成させました。最後のコテ仕上げは、
もちろん坂井さんの仕事でした。

遡上したオイカワ

出水時の流況 出水後の状況　土砂がたまっている

［坂井さんが作図した最終案一歩手前の時点の図面］

岐阜県自然共生工法研究会会員
ｺﾝｸﾘｰﾄ 2次製品メーカーに勤務

坂井 悟さん

ブルーシート＋土嚢、
粘土の壁で仮締切。

コンクリートはインス
タントコンクリートを
現場で練り！
水セメント比は勘！

鉄筋を継いで、
建築用ブロックで
隔壁の下段を製作

コンクリートで越流部の
ハーフコーンを製作。
一人、一段を担当。
型枠なしの一発勝負 !

岐阜県自然強制工法
研究会事務局

現地検討会
参加者

現地検討会
手作業による魚道隔壁の仕上げ工事

重機による作業
魚道土台部分工事

研究会会員
有志メンバー

維持修繕工事
契約業者

河川管理者
（土木事務所）

河川管理者（県河川課）

オブザーバー参加

調整

連絡

作業 運営 工事計画・作業

資材準備
工具等

調整 協議 連絡・指示

周知
地元自治会

実
施
体
制
・
ス
キ
ー
ム

使用材料・工具

現場のキーパーソン

平
日
で
も
放
課
後
に
は
子
ど
も
た
ち
が
タ
モ
網
を
も
っ
て
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
る
よ
う
な
川
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
情
報
が

入
り
始
め
て
い
ま
す
。

魚
道
の
下
流
端
、
上
流
端
に
は
ま
だ
改
良
が
必
要
と
い
う
認
識

で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
少
し
流
量
が
増
え
た
状
況
で
は
、
オ
イ

カ
ワ
等
が
盛
ん
に
遡
上
す
る
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
修
以
前
に
は
イ
シ
ガ
メ
が
産
卵
の
た
め
に
上
が
っ
て
い
た
場

所
で
あ
っ
た
と
い
う
地
元
の
方
の
お
話
を
伺
い
、
魚
道
の
対
象

は
魚
類
だ
け
で
な
く
、
カ
メ
な
ど
の
匍
匐
型
の
生
き
も
の
も
遡

上
可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
ス
ロ
ー
プ
部
を
設
け
ま
し
た
。
設
置

後
、
イ
シ
ガ
メ
が
魚
道
を
這
い
上
が
っ
て
い
た
と
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
水
時
の
流
れ
が
非
常
に
激
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
地
元

の
方
か
ら
伺
っ
て
い
ま
し
た
。
完
成
後
、
何
度
か
出
水
を
受
け

【
一
次
的
効
果
】

●●●●

●●●●●

効
果

ま
し
た
が
、
魚
道
の
破
損
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
土
砂

が
た
ま
っ
て
き
て
お
り
、
魚
道
が
埋
ま
る
ほ
ど
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

普
段
か
ら
川
遊
び
し
て
い
る
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、
魚
道
の

管
理
（
土
砂
や
ゴ
ミ
の
撤
去
な
ど
）
を
川
遊
び
し
な
が
ら
や
っ

て
も
ら
え
な
い
か
、地
元
活
動
団
体
の
方
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

【
二
次
的
効
果
】

地
元
住
民
の
注
目
度
が
非
常
に
高
ま
り
、
川
を
覗
き
込
む
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

日
頃
川
遊
び
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
魚
道
を
遊
び
場
に
し

て
い
ま
す
。

関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
天
神
川
に
対
す
る
愛
着
が
増
し
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
魚
道
の
様
子
を
た
び
た
び
見

に
来
て
い
ま
す
。

関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
（
河
川
管
理
者
含
む
）
の
連
帯
感
、
信
頼

関
係
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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